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１ 調査概要

１

1-1 調査の背景、目的

1-2 調査方法



第９期北海道総合開発計画（令和６年３月１２日閣議決定）では、食、観光、脱炭素化等の北海道の特筆

した価値を生み出す地域を「生産空間」と定義付け、また、この「生み出す力」は、生産空間におけるリ

アルな営みによって維持されており、定住環境を如何に維持していくかが、北海道の価値発揮に対する最

も重要な基礎となるとしている。※１、２

また、計画では、生産空間の維持・発展に向け、多様で豊かな地域社会の形成を推進することとしており、

多様な暮らし方・働き方の実現のため、多様なニーズに応え個人と社会全体のWell-Being※を向上させる

ことは重要であるとしている。 ※３

※ Well-Being：個人の権利や自己実現が保障され、身体的、精神的、社会的に良好な状態にあることを意味する概念。

本調査の企画、検討に当たって定住環境を維持するための定住要件に関して道内の複数の自治体に聞き取

りした結果、従来のアンケート調査による傾向分析に加えて、多様な暮らし方・働き方を実現するために

は、具体的な掘り下げた定住要件を把握したいという意見があった。

1-1 調査の背景、目的①

2

調査の背景

▼ 参考：北海道の地域構造

高い食料供給力、魅力的な観光資源、豊富な再生可能エネルギーなどの、北海道の価値を生み出す地域「生産空間」は主に
地方部に存在している。

◆ 北海道の価値を生む「生産空間」の分布

出典：北海道局「共に北海道の未来を創る 第９期北海道総合開発計画」

◆ 北海道の生産空間の構造的課題 ～定住環境の厳しさ～

集落内居住は散在・散居形態が９割

最寄都市間距離は本州以南の２～３倍

【マクロ（都市間）の視点】 【ミクロ（集落内）の視点】



1-1 調査の背景、目的②
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▼参考：「第９期北海道総合開発計画」における上記該当箇所抜粋

※１【前文】
（上略）北海道の特筆した価値を生む地域を、計画ではその「生み出す力」に着目して「生産空間」と定義付けている。その「生み

出す力」は、生産空間におけるリアルな人の営みによって維持されており、定住環境を如何に維持していくかが、北海道の価値発揮に
対する最も重要な基礎となる。（下略）

※２【第２章 計画の目標 第４節 第９期北海道総合開発計画の目標】
（上略）生産空間は、食、観光、脱炭素化等の北海道の価値を生み出しているが、人口減少により、地方部の定住環境の確保が困難

となるならば、生産空間を維持できなくなり、我が国全体にとって大きな損失となる。北海道が我が国に貢献し続けるためには、北海
道型地域構造の保持・形成を図り、北海道の価値を生み出す生産空間を維持・発展させることが必要である。（下略）

※３【第４章 計画の主要施策 第２節 「北海道の価値を生み出す北海道型地域構造～生産空間の維持・発展と強靱な国土づくり」
に係る主要施策 ２．多様で豊かな地域社会の形成 （２）多様な暮らし方・働き方の実現】

感染症拡大によりテレワークが普及し、二地域居住・地方移住、兼業・副業への関心が高まるなど、暮らし方・働き方が多様化して
いる。こうした多様なニーズに応え個人と社会全体のＷｅｌｌ－ｂｅｉｎｇを向上させることは重要である。（下略）

調査の目的

以上を踏まえ、本調査では、道内自治体等が具体的な掘り下げた定住要件を把握して定住促進施策を検

討する際の一助となることを目的として、 Well-Beingの観点による定住要件について具体的に掘り下

げて把握するためワークショップを実施したものである。



1-2 調査方法

（１）ワークショップの実施

（２）ワークショップ実施結果の整理
② 定住要件の細分化

・定住要件を「具体的内容」と「理由」に細分化
して「要件を満たすために考えられる方法」を
整理

① 都市部と地方部（生産空間）の比較
・都市部には該当せず地方部に該当する要件

⇒地方部の優位性
・地方部には該当せず都市部に該当する要件

⇒地方部における課題

テーマ：「あなたにとっての『定住要件＝幸福を感じる（希望する）生活を実現するための要件』は
何ですか」

・本調査では、定住要件について、Well-Beingの観点から「必要最低限の生活のための要件」ではなく「幸福を感じる
（希望する）生活を実現するための要件」と仮定

・本調査における定住要件の条件（事前に参加者に説明）
①現在の居住地域など特定地域の条件に左右されないフラットな意見とすること

（理由：現在の居住地域の中で実現可能と思われる要件に制限されないようにするため）
②現時点における定住要件だけではなく、幼少期（過去）から高齢期（将来）における要件とすること

第１ステージ：定住要件を付箋に記載
第２ステージ：定住要件の「具体的内容」や「理由」を掘り下げて付箋に記載
・始めに実施した「若者世代」では、第１ステージ、第２ステージの両方とも参加者自身に進行を任せる方法としたが、

次に実施した「子育て世代」の第２ステージでは、より掘り下げた意見を聞き取るために、調査担当者から参加者に
「具体的内容」や「理由」を質問して参加者に考えてもらう方法に変更

参加者が主体的に課題解決等に取り組む手法であるワークショップを試行。
対象は、多様な世代の意見を聞き取るため、「若者世代」と「子育て世代」に分けて実施。
ワークショップの実施結果を整理し、ワークショップの実施結果の活用方法を検討。
ワークショップを効果的に実施するための運営方法を整理。
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２ 調査結果
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2-1 ワークショップの実施

2-2 ワークショップ実施結果の整理

2-3 まとめ
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2-1 ワークショップの実施①（若者世代①）

• 協力機関：國學院大學北海道短期大学部、滝川市役所
• 実施時期：令和6年12月
• 参 加 者 ：國學院大學北海道短期大学部幼児・児童教育学科1年生 13名（参加者の属性はP22に掲載）
• 実施概要：4グループ（A～D）に分かれて実施（90分間）

Aグループ

Ｃグループ

Ｂグループ

Ｄグループ

⇒P7

⇒P9

⇒P8

⇒P10

6



2-1 ワークショップの実施①（若者世代②）

【Ａグループのまとめ結果】
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：第１ステージでの意見 ：第２ステージでの意見 ：具体的内容 ：理由

私立と公立の
両方とも

教育

教育の充実
幼・小・中高

それぞれ
２校以上

図書館がある

住んでいる地
域にたくさん

勉強スペース
があるため

習い事が充実

ピアノ、水泳、
習字、英会話、
塾、お花、お茶

仕事がある

仕事
仕事が多い

希望する職業
に就ける

リモートワー
クが可能

有名企業
選択肢が多い

家でゆっくり
時間を有効に活
用できるため

公共交通
機関の充実

交通

交通手段
が多い

電車、バス、
タクシー

市営バス
が充実

15分間隔 10分間隔

買い物が
しやすい

買い物
値段が安い

例）野菜、日用
品など

お店が多い

買い物出来る
ところが充実

本屋が多い

24時間営業の
コンビニ、
スーパー、

ドラッグストア

宅配ボックス
がある

服屋、スポーツ用
品、文房具屋、

ショッピングモール

自然が豊か

自然

公園（自然）
がある

緑が多い、
空気や景色、
星がきれい

買い物や施設があ
りながら自然を感

じられるため

程よい田舎

滝川みたい

娯楽

商業施設や
娯楽が充実

カラオケ、映画
館、スポッチャ、

ネットカフェ

美味しい食事
の店がある

飲食店がたく
さんある

ラーメン店

ボーリング、
水族館、キッザ
ニア、動物園

カフェ

ペットショッ
プがある

長時間滞在でき
る猫カフェ

マンション、
アパートの選択肢
が多い（ペット可

能など）

生活

病院がある

皮膚科、内科、耳
鼻咽喉科、眼科、
小児科、歯医者

インフラ施設
が整っている

広い家（かくれん
ぼ可能）

エレベータがある

道路が整備

治安が良い 交番がある

車線が多く、
渋滞が少ない

不振な人を
取り締まる

ため

宿泊施設
が整備

人口が
少ない

人口

人口が
３万人以上

人酔いするので
一人が良いため

様々な人と交
流出来るため



2-1 ワークショップの実施①（若者世代③）

【Bグループのまとめ結果】
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：第１ステージでの意見 ：第２ステージでの意見 ：具体的内容 ：理由

選択肢
が多い

教育

教育施設が
たくさんある

公立学校
私立学校

（中高一貫）

習い事に困らない
（充実している）

教育・就職
において困らない
いろんな可能性

がある

徒歩圏内

勉強や
スポーツ

幼稚園・小中
は徒歩圏内

教育の質
が高い

地域が
教育に協力的

幼稚園・
小中高が

近くにある

きれいな校舎

ICTなど
を活用してい

る

趣味

自分の住んでいる
都道府県内に

ライブ会場がある

Newjeans
timeless
VAUNDY

クラブ、
チーム、

団体がある

近くにサッカーが
出来るくらいの公
園（ゴール付き）

がある

レンタル
ダンス

スタジオ

自分の欲しい
ものが買える

買い物

買い物できる
ところがある

コンビニが
たくさんある

24時間営業
しているから

スーパー、ドラッ
グストア、ホーム

センターなど

ウインドウ
ショッピングを
たのしみたい

ネットで買い
物ができる

ショッピング
モールがある

三井アウト
レットパーク

的な

流行を取り入
れている

ファミレスが
近くにたくさ

んある

生活・施設

24時間営業の
お店がある

サイゼリヤ、
ガスト、

バーミヤン
すき家

病院が
近くにある

周りに家が
たくさんある

徒歩圏内
良好な

近所関係

長く働ける

仕事

同期が
たくさんいる

職場環境
が良い

給料が良い

親の介護が出
来るから

選択肢
が多い
（再掲）

相談相手
がいる

嫌なことが
あったら何で
も話せるから

仕事を選ぶ
ことができる

教育・就職
において困らない
いろんな可能性
がある（再掲）

定時で帰るこ
とができる

家族を養える
ほどの給料

家族との時間
が持てるから

いろいろな交
通手段がある

交通

空港がある

出来れば１時
間に１本

バス（１時間
に５本以上）

道がきれい、
安全

列車（JR）が
通っている

電柱がたくさ
んあって明る

い

１５分に１本

交通費
が安い

片道1000円
以内

自然が豊か

自然・環境

近くに海があ
る

きれい

暖房が
ついている

森・川・海
がある

寒くない

ほどよい
都会

ご飯が
美味しい

海鮮が新鮮

治安
が良い

犯罪
が少ない

若者が
多い



2-1 ワークショップの実施①（若者世代④）

【Cグループのまとめ結果】
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：第１ステージでの意見 ：第２ステージでの意見 ：具体的内容 ：理由

自然

都会すぎない

夏
涼しい

自然が豊か

空気が
きれい

車でも徒歩
でも行ける

子育て

学校が
近くにある

子供が
通いやすい

学童施設・
保育所が多い

（親目線）
何かあったら
すぐに行ける

幼稚園・保育
園が近い

忙しくても
子供を預けや

すい

何かあったとき
に協力できる

（病気や災害）

治安が良い
（子供のた

め）

警察・交番
が近い

隣人（近所）
と仲良く
出来る

働きやすい

仕事

異動があって
も近くなら働

きやすい

タブレットな
ど必要な教材

がある

教育の環境が
整っている

小・中・様々な
学校がある

（教師の仕事先）

働ける小学校
が近くにある

様々な業種の
店（働く目

線）

レジャー施設
がある

生活・施設

遊ぶ場所が
たくさんある

広くて休憩でき
る場所がある静

かなところ

芝の公園だっ
たら安全

道が広い

公園がある

運転しやすい

水遊びができ
るスペースが

ある

運動できる
場所がある

スポーツセン
ターが近い

ジョギングや散
歩ができるス
ペースがある

病院が近い

老人ホーム

移動手段が
多い

発熱や病気の
際にすぐに

行ける

駅が近い

いろいろな所
に行ける

買い物出来る
ところが近い

買い物

お店が
たくさんある

実際に商品を
見ることが

できる

ネットで買った
らお店に行く手

間を省ける

たくさんの選
択肢から商品
を手にとれる

ネットでは届くまで
時間がかかるが、近
くにお店があればす

ぐに手元に届く

レストランや
カフェが近い

勉強や仕事が
できるから

美味しい
飲食店がある

色々な服屋
がある

ちょっとした
休憩ができる

から

おいしいもの
を食べると幸
せになるから

スーパーやコ
ンビニが近い

手軽に食品を
買えるから

（公共料金等の）
支払いやＡＴＭ

サービスが
あるから



2-1 ワークショップの実施①（若者世代⑤）

【Dグループのまとめ結果】
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：第１ステージでの意見 ：第２ステージでの意見 ：具体的内容 ：理由

教育

教育の場
が充実

学びたいこと
が学べる

職種の多さ

仕事

仕事が選べる 自然がある

自然・環境

空気がきれい

車や排気ガス
が少ない

雪が多くない

緑色が
周りにある

治安が良い

騒音がない

バイクのコール、
除雪車、騒ぎ声

が少ない

事故や事件
が少ない

都市部に
往来しやすい

交通の便

交通
電車の行き方
の選択肢がた
くさん欲しい

新幹線が
とまる

歩きやすい道

通勤・通学
約１時間
くらい

横断歩道が
たくさん
欲しい

列車の本数

最低１０分
に１本

遠回りせずに
行きたい所に

行ける

交通費が
安い

片道千円

車が
運転しやすい

道が広い

一年中自転車
が使える

除雪されてる
ガタガタ道が

少ない

飲食店の
バリエーション

買い物

サイゼリヤ
チェーン店

お店が
夜遅くまで

営業している

地元ならでは
のお店

スーパー、飲食店
２４時間営業の

お店欲しい

うまくて安い

食事処が近く
にある

食べ物が安く
て美味しい

デリバリーの
レパートリー

が多い

マクドナルド
ケンタッキー

服を買う場所が
たくさんある

歩いて
１０分

生活（利便性）

スーパーが
近い

歩いて
５分

ネットが
つながり
やすい

駅が近い
遊ぶ場所
がある

映画館
がある

遊び場の
選択肢が多い

遊園地
テーマパーク

が欲しい

娯楽
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2-1 ワークショップの実施②（子育て世代①）

Aグループ

Ｃグループ

Ｂグループ

Ｄグループ

⇒P12

⇒P14

⇒P13

⇒P15

• 協力機関：JAとまこまい広域、厚真町役場
• 実施時期：令和7年1月
• 参 加 者 ：JAとまこまい広域職員、厚真町役場職員、農業事業者等 16名（参加者の属性はP23に掲載）
• 実施概要：4グループ（A～D）に分かれて実施（60分間）



2-1 ワークショップの実施②（子育て世代②）

【Ａグループのまとめ結果

教育環境

教育

徒歩圏内に
学校がある

選択肢がある

自分で通学
できる

保育園の
選択肢がある

多様な教育
方針がある

保育園や学校
で自然に触れ
る機会がある

自分の経験を
子供に経験

させたいため

子供が遊べる
環境（室内）

子育て

開放的な
コミュニティ

雨や雪の時
でも利用

できるため

カフェも併設
（子供が遊んでい
る時に親が休む）

体力が消耗し
ない程度に
広すぎない

木のおもちゃ
を体験できる

子育て支援
センターが

気軽に行ける

仕事

就農
しやすい

環境

ほどよい
田舎

雪が少ない

家の近くにコ
ンビニが無い
静かな環境

車や工場等の
騒音がなく

静か

過度な開発
がない

公共施設や店が
そこそこあり
不便ではない

原発が無い
風力発電が
近くにない

メガソーラー
禁止条例
がある

悪臭
がしない

排気ガスの
臭いがしない

堆肥の臭い
がしない

自然が豊か 川がきれい

自然の清流
（コンクリート三
面張りではない）

有害物質（工業的有
機フッ素化合物）を
排出する工場や軍事

施設がない

交通機関が
整っている

交通
20～30分で
都市部に行け

る

（子育て後）
海外など子連れで
行けないところに

行きたいため

車が無くても
生活出来る

遊技場

趣味
ラウンドワン

（カラオケ、ボーリ
ング、スポッチャ等

がある施設）

自由に遊べる
場所がある

釣りが出来る
環境

子供を遊ばせると
きに一つの場所で
完結できるところ
の方が楽なため

買い物

買い物が
しやすい

種類が豊富な
スーパー
がある

急に必要なもの
が買える場所

コンビニが近
くにある

おむつが
買えるため

ドラッグストア
がある

公共料金やＡＴ
Ｍのサービス
があるから

24時間営業し
ているから

ご飯屋さん
がある

自分で料理しな
くてもすぐに

食事出来るため

公共施設が
充実している

施設
体育館・プール・

ジムなどの
体を動かせる
社会教育施設

図書館など

勉強、飲食スペー
ス、イベントス

ペースなどの機能
があるため

様々な用途のた
めに集まれる場
所が必要なため

いつでも自由に使
えるスペース

安全・安心に
暮らすことが

出来る

その他

スマホの電波
が十分にある

移動範囲内では
スマホを使用し

たいため

12

：第１ステージでの意見 ：第２ステージでの意見 ：具体的内容 ：理由
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【Ｂグループのまとめ結果】

13

：第１ステージでの意見 ：第２ステージでの意見 ：具体的内容 ：理由

室内遊び場

子育て

子供が遊ぶ
場所がある

冬期間に小さ
な子供が安心
して遊べる

子供の預け先
が充実

学童保育

親同士の
つながり
にもなる

待機児童が
いない

仕事をしてい
なくても預け

られる

近くに公園
子供との時間
を確保できる

町から３ｋｍ離れる
と山や川しかなく家
で遊んでいるから

保育園バス
が充実

保育園が
遠いから

時間がゆったり
しているから

親の送迎がいら
なくなるから

冬に自転車に
乗れない

仕事

仕事がある
働く場所の
種類が多い

やりたい仕事
ができる

働き手が足り
ない

給料？
職種？

農業以外でもド
ラッグストアな
どがあると良い

交通

交通の便が
良い、安い

レンタカー
サービス
がある

一人で高校に
通いやすい

飲み会のとき
に帰る手段

がある
タクシー代行

選択肢の
一つとして

買い物する場所
が近くにある

買い物

スーパーが
近くにある

ドラッグストア
コインランドリー
（上厚真にしかな

い）

Aコープが
スーパー並みの
品揃え、値段、

営業時間

近いとすぐに
行ける

飲食店がある
ファースト

フード
チェーン店

医療費が
かからない

医療

高校３年生
まで無料

有料だと我慢
してしまう

道の駅が
ある

生活（余暇）

直売所に人が
集まる

町の特産品
などかが
わかる

癒やしの場がある
（温泉、公園、

食事等）
雇用が増える

関係人口・交流
人口が増加する

水道無料
遊ぶ場所が

集約している

温泉がある
災害の意識が

高い

老後に向けて

時間がある
（良いも悪いも）

コミュニティ
が狭い

対応能力
避難施設
防災無線

情報伝達が早い
（良いことも悪

いことも）

自営で時間が自
由になる（周り
も自営が多い）

町から離れると
何もなくのんびり
出来るような環境

何もなさすぎて
不便すぎない

環境

治安

安全なまち
治安が良い

犯罪がない

横断歩道
がある



2-1 ワークショップの実施②（子育て世代④）

【Ｃグループのまとめ結果】

選択肢
がある

教育

大学、高校
がある

通学できる
自分で駅まで

行けて
通学できる

公共施設が
充実

施設

子供の
遊びの場

近くに運輸
支局がある

スポーツ

14

：第１ステージでの意見 ：第２ステージでの意見 ：具体的内容 ：理由

保育園
無料

子育て

子育て
支援

０歳から中学生
まで通える施設

天候に係わら
ず遊べるから

遊べる
屋内施設

学童保育などが
家の近くにある

土日も遊べる
施設がある

（支援センター等）

仕事

自分が働ける
場所がある

仕事の選択肢
がある

家族との時間
を増やしたい

ため

都市部との所得格
差が他の手段で

埋め合わせできる
環境

アフター５や
休みがとれる

環境

在宅ワークが
可能

民間企業が
参入できる環

境がある

本人がやりた
い仕事がある

徒歩で
通勤可能

収入が
安定

雪道の運転
がない

交通網が
整っている

交通

JRがある

交通の便が良い
（JR、バス）

自宅近くにバ
ス停がある

都市部とのアク
セスが良く、

安い

田舎に住みながら
都市部までのアク
セス１時間以内

買い物

飲食店が
ある

お店がたくさん
あって客が分散

している

子供が行ける
お店

買い物
（食・服）

ウーバー
イーツ

遅くまで営業して
いる飲酒できる店

が近くにある

自宅にいなが
ら食事ができ

るから

近くになくても月に
１、２回行けるくら

いの場所にある

食品、生活用品が
揃う買い物できる

ところがある

ネットでの食
品の宅配が充

実

知っている人
に会わない

から

車がなくても
食事ができる

から

ドラッグ
ストア

必要な物がすぐ
に手に入るから

土日に営業し
ている病院

がある

医療

大人と子供の
両方を診てくれ
る病院がある

病院の選択肢
がある

介護施設
がある

医者を
選びたいから

土地の発展性
がある

その他（生活）

人口が増加し、
行政機能が維持

されるから

同じ世代が近く
に住んでいる

（子供として）
同級生や友達が近
くににいた方が

良いから

治安が良い

子供だけで
遊んでも

大丈夫だから

（親として）
子育ての相談相手

になるから

上下水道の
完備

インターネッ
ト環境がある

近所づきあい
がほどほど

安くて広い
住宅
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【Ｄグループのまとめ結果】
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：第１ステージでの意見 ：第２ステージでの意見 ：具体的内容 ：理由

子供たちが
楽しく過ごせ

る環境

子供と遊べる
施設が

近くにある

いつでも
どの年代でも
集まれる場所

冬場のアク
ティビティが

ある

高校に通学
しやすい

子供の通学の送り
迎えがしやすい環
境（バス、JR）

バス運賃が
安い

ボードや
スキー場が
近くにある

子育て

０歳児が遊べ
る室内施設

冬の遊び場

帰宅時のバス
がある

部活動が広域化し
ているので、

支障が出ないよう
なバスの本数

休暇がある
（農業）

自分だけの
休暇、固定休

がある

子育て向け
休暇がある

農業でも夏だけ
でなく通年で
働ける環境

給料面が良い

働く場所が
たくさんある

（少ないと町外に
出てしまう）

仕事 自然・環境

静かな暮らし
ができる

人混みが少な
い、トラック

が少ない

せかせかしたく
ないから

自然が多い 土、緑など

うるさいと眠
れないから

周りを気にし
なくて良い

焼肉や花火
ができる

交通

交通機関
が便利

移動手段がある
（公共、民間）

子供の通学や遊
びにＪＲやバス
を利用できる

オンデマンド
バスの全道版

がある

子供だけで
移動

できるから

買い物

買い物が便利
（種類）

近所に
商業施設
がある

大きな
スーパー

安くて品数が
多いところから

選べるから

町の中心部に
あると交流の場
にもなるから

ドラッグスト
ア

いつでもガソ
リンを入れら

れるから

２４時間営業の
ガソリンスタンド
（セルフでも可）

新鮮な農産物
が手に入る

地元野菜
が手に入る

電気自動車用
の充電所

薬、おむつ、
食品が安く
買えるから

環境面の
選択肢として

直売所

病院が近くに
ある

医療

夜間病院

総合的な病院が
近くにある

（老後のため）

入院できる
から

子供の病院

救急手術
ができるから

すぐに行ける
から

金融機関が便利
（時間、距離）

生活

治安が良い

窓口がある

多地域との
交流

いろいろな価値
観に触れること
ができること

過疎化すると
人の目が少な
くなるため

一度は外に出て
いろいろな人と
交流を持つこと

地域コミュニ
ティがある

ネット環境

住宅の近くに
学校や病院等が
集約されている

ゲーム等に
安定した環境



2-2 ワークショップ実施結果の整理①（都市部と地方部（生産空間）の比較①）
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カテゴリー 定住要件
優位性

カテゴリー 定住要件
優位性

都市部 地方部 都市部 地方部

1 教育・子育て
教育施設が充実（選択肢が多
い） ● 11 仕事 定時で帰宅できる ●

2 教育・子育て 図書館がある ● 12 仕事 徒歩で通勤可能 ●

3 教育・子育て 自分で通学できる ● 13 自然・環境 自然が豊か ●

4 教育・子育て 習い事が充実 ● 14 自然・環境
程よい田舎（買い物や施設があ
りながら自然を感じられる） ●

5 教育・子育て 自然に触れる機会がある ● 15 自然・環境 騒音がない ●

6 教育・子育て
子供が遊べる環境（室内）があ
る ● 16 自然・環境 悪臭がしない（排気ガス） ●

7 教育・子育て 子供との時間を確保できる ● 17 自然・環境 悪臭がしない（堆肥） ●

8 仕事 職種が多い（選択肢が多い） ● 18 自然・環境
静かな暮らしが出来る（人混み
が少ない、トラックが少ない） ●

9 仕事 給料が良い ● 19 交通
公共交通の充実（車がなくても
生活できる） ●

10 仕事 同期がたくさんいる ● 20 交通 交通費が安い ●

定住要件について都市部と地方部の優位性を整理して「地方部における課題（都市部に優位性がある）」
と「地方部がＰＲできるもの（地方部に優位性がある）」とに明確化。

⇒次項に続く

▼ ワークショップにおける主な意見から都市部と地方部の優位性について整理

優位性について色分け：緑色⇒都市部、ピンク色⇒地方部

※上記の都市部と地方部における優位性の整理は、あくまでも、調査実施機関において推測して仮定したものであるため
全ての地域において当てはまるものではありません。
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カテゴリー 定住要件
優位性

カテゴリー 定住要件
優位性

都市部 地方部 都市部 地方部

21 交通 都市部に往来しやすい交通の便 ● 31 趣味・娯楽 公園がある ●

22 交通 レンタカーサービスがある ● 32 医療 病院の選択肢がある ●

23 交通 飲み会のときに帰る手段がある ● 33 医療 土日に営業している病院がある ●

24 交通
車が運転しやすい（道路が広
い） ● 34 医療 病院が近くにある ●

25 買い物
店が多い（コンビニ、スーパー、
ドラッグストア等） ● 35 生活

公共施設が充実している（体育
館、プール、ジム、自由に使え
るスペース）

●

26 買い物 新鮮な農作物が手に入る ● 36 生活
レストランやカフェが近くにな
る ●

27 買い物 ウーバーイーツ ● 37 生活 のんびりできる環境 ●

28 趣味・娯楽 商業施設が充実 ● 38 生活 温泉がある ●

29 趣味・娯楽 映画館 ● 39 生活 同じ世代が近くに住んでいる ●

30 趣味・娯楽 遊ぶ場所の選択肢が多い ● 40 生活 安全なまち、治安が良い ●

⇒前項からの続き 優位性について色分け：緑色⇒都市部、ピンク色⇒地方部

2-2 ワークショップ実施結果の整理①（都市部と地方部（生産空間）の比較②）



2-2 ワークショップ実施結果の整理②（定住要件の細分化）

定住要件 具体的内容 理由 要件を満たすために考えられる方法

図書館がある教育の充実
勉強スペース
があるから

図書館やレストラン、カフェに限らず勉強や仕事のス
ペースの確保によって要件を満たす方法が考えられる
⇒ 例）既存施設に勉強や仕事スペースを設置

細分化

レストランや
カフェがある

生活環境
の充実

勉強や仕事
が出来るから

同期の職員が
たくさんいる

長く働ける
仕事がある

相談相手が
いるから

同期の職員がたくさんいる環境の整備に限らず同期と同じ
ように相談相手がいる環境の整備によって要件を満たす方
法が考えれる
⇒ 例）デジタル技術の活用により相談可能な環境を整備

コンビニが
近くににある

買い物環境
の充実

24時間営業
手軽に買い物
公共料金や

ATMのサービス

コンビニに限らず24時間営業、食品が手軽に手に入る、
各種サービスの確保によって要件を満たす方法が考えれる
⇒ 例）24時間営業の無人店舗、既存施設を活用した各種

サービスの設置

ドラッグストが
近くにある

買い物環境
の充実

急に必要なもの
(おむつなど)
が買えるから

ドラッグストアに限らずおむつなどが必要なときに手に入
るサービスの確保によって要件を満たす方法が考えられる
⇒ 例）おむつなどの無人店舗や自動販売機の設置 18

定住要件を「具体的内容」と「理由」を細分化して「要件を満たすために考えられる方法」を整理。
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定住要件の細分化の例）「教育の充実」

→ 具体的には「図書館があること」

→ その理由は「勉強スペースがあるから」

⇒図書館を設置することは難しい場合でも、既存施設に勉強スペース

を設置することで定住要件を満たすことが可能になる。

①ワークショップ実施結果の活用方法について

• ワークショップで得られた定住要件を地方部（生産空間）の環境に当てはめることで、地方部におけ

る定住促進に向けた課題と優位性の両方が見えてくる。

• 地方部の優位性は、定住促進のＰＲポイントとなる。

• 定住要件を「具体的内容」やその「理由」を掘り下げて細分化することで、一見、定住要件を満たさ

ないと思われる要件についても、要件を満たす方法を見つけることができる。

調査の所感



2-2 まとめ
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②ワークショップの運営方法について

• 一般に「傾向」の把握を目的とする場合には、多数のサンプルから統計的に分析するアンケート調査

が有効である。しかし、アンケート調査は、事前に用意した質問に対する一方向的な調査であるため、

回答者の深い意図や背景を把握するには限界があると考えられる。

一方、ワークショップによる手法は、参加者との双方向のコミュニケーションが可能であり、参加者

の意見に応じて柔軟に聞き取りを行うことで、具体的な内容やその理由を掘り下げて整理することが

可能と考えられる。

• そのため、本調査は、ワークショップにより聞き取りを行ったが、参加者の自主性に任せて定住要件

の具体的内容や理由を考えてもらった結果、掘り下げが不十分であったことから、調査担当者が参加

者に理由や意図を質問するヒアリングの要素を加えることで、掘り下げた聞き取りができた。

• 今回のワークショップでは、テーマを考える上で「現在の居住地域の条件に左右されない要件」と

「幼少期から高齢期（将来）にわたる要件」について事前に参加者に説明した。

実際、ワークショップが始まると、多くの意見が現在の居住地域や世代に限定されたものとなったた

め、ワークショップ中にもテーマ設定について適宜フォローするなどの対応が必要と考えられる。

• 今後は、より多様な意見を把握するため多様な世代や多くの対象者を確保するとともに、より掘り下

げた意見を把握するためワークショップの時間を十分に確保することが必要と考えられる。
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1 ワークショップ参加者属性

2 ワークショップ参加者の感想



資料編1 ワークショップ参加者属性①
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年代
【選択式】

職業
【選択式】

現在の居住先
自治体

これまで住んだことがある自治体（現在から近い順）

1 10代 大学生・大学院生 滝川市 東京都台東区

2 10代 大学生・大学院生 滝川市 神奈川県川崎市

3 10代 大学生・大学院生 滝川市 名寄市、滝川市、枝幸町

4 20代 大学生・大学院生 滝川市 広島県広島市

5 10代 大学生・大学院生 滝川市 東京都江東区、静岡県清水市

6 10代 大学生・大学院生 滝川市 上ノ国町

7 10代 大学生・大学院生 滝川市 群馬県板倉町、埼玉県さいたま市、東京都江東区

8 10代 大学生・大学院生 滝川市 神奈川県横浜市

9 10代 大学生・大学院生 滝川市 ー

10 10代 大学生・大学院生 滝川市 神奈川県湯河原町

11 10代 大学生・大学院生 滝川市 山梨県北杜市、東京都板橋区

12 10代 大学生・大学院生 滝川市 東京都練馬区

13 10代 大学生・大学院生 滝川市 千葉県松戸市、愛知県名古屋市

【選択肢】
・年代：10代、20代、30代、40代、50代、60代、70代、80代以上
・職業：大学生・大学院生、会社員、会社経営、公務員、パート・アルバイト、医療・介護関係者、自営業（商工サービス）、

農林水産業、専業主婦・主夫、無職、その他

若 者 世 代 男性：９名、女性：４名

※個人の情報が特定されてしまう恐れがあるため、グループ名と性別は記載していません。
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年代
【選択式】

職業
【選択式】

現在の居住先
自治体

これまで住んだことがある自治体（現在から近い順）

1 20代 公務員 厚真町 札幌市、函館市

2 30代 農林水産業 厚真町 深川市

3 20代 会社員 安平町 江別市、当別町

4 20代 会社員 安平町 北広島市

５ 30代 パート・アルバイト、
農林水産業 厚真町 新得町、旭川市、青森県弘前市、千葉県千葉市、奈良県天理市

６ 40代 農林水産業 厚真町 札幌市、東京都杉並区、埼玉県富士見市

７ 30代 会社員 苫小牧市 苫小牧市、北斗市、青森県青森市

８ 20代 会社員 厚真町 苫小牧市、札幌市、厚真町

９ 30代 公務員 厚真町 石狩市、札幌市

10 30代 会社員 安平町 苫小牧市、安平町

11 30代 公務員 厚真町 札幌市、東京都葛飾区、神奈川県横浜市、神奈川県川崎市

12 40代 農林水産業 厚真町 函館市

13 40代 農林水産業 厚真町 札幌市、室蘭市、苫小牧市

14 40代 公務員 厚真町 苫小牧市

15 30代 会社員 安平町 札幌市、苫小牧市、日高町、安平町

16 30代 会社員 厚真町 安平町

【選択肢】
・年代：10代、20代、30代、40代、50代、60代、70代、80代以上
・職業：大学生・大学院生、会社員、会社経営、公務員、パート・アルバイト、医療・介護関係者、自営業（商工サービス）、

農林水産業、専業主婦・主夫、無職、その他

子 育 て 世 代 男性：１０名、女性：６名

※個人の情報が特定されてしまう恐れがあるため、グループ名と性別は記載していません。



資料編2 ワークショップ参加者の感想①
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• 普段あまり深く考えないことを紙に書いて出すことで自分が望む将来のことを考えることができた。

• 自分の理想の定住条件を知る機会になったり、自分の住んでいる地域を客観視できた。

• 普段自分達が暮らしている場所と理想とする場所、暮らしを比較できた。

• 今日のワークショップとても楽しかったです。10年後、20年後の未来を考えて、どうすれば幸せに暮らせるだろうかとい

うことを具体的にあげていくのははじめてでした。年をとっていくのはこわいなと思ってたけど、楽しくなりそうです！

• 幸せについての考えが行き詰まった時、今までの当たり前が当たり前ではないんだなって感じた。

• すごく有意義な時間だった。自分の理想とする町を改めて再確認できた。

• 定住する上で必要は何かを考える上では、色々な事が必要なんだと感じた。新しい取組だったので、やってみて色々な自分

には無い考えを知ることができた。

• 定住する際にどんなことが必要かを自分だけではなく、グループの人と考えることで、自分の中にはない考えを知ることが

できて良かった。

• 個人的には今の滝川の生活で十分だと思っている。話し合う中でいろんな意見が出て面白かった。

• 広い視点で、どんなものがあったら住みやすいか、何があったら便利か、大人（親）の視点だったらどうだろうかなど、考

えることができて、これからの教育に活かしていけそうで、とても良い機会でした。ありがとうございました。

• 住みやすい町とは何か考えた時、食のバリエーションや職のバリエーションを求めた。都市部はこれらのバリエーションが

多いので都市部にすぐ行けて、ほど良い自然があれば良いのかなと。地域の人が優しいっていうのも大切かなと思った。

• 将来必要とされるであろう住みたい所を考え、たくさんの意見を聞けたので勉強になりました。

上記感想は、ワークショップ終了直後にアンケートシートに記入（自由記載）して提出してもらったものです。

若 者 世 代



資料編2 ワークショップ参加者の感想②
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• 役場職員として生の声が聞けるのは大変参考になった。子育て世帯の課題は共通なんだと感じた。

• 色々な考えを皆さん持っているんだなと思いました。

• あまり子育て世代の方と自分の理想の生活等について深く話す機会がなかったので、色々なお話を聞けて良い経験になりま

した。

• 色々な角度から定住要件を出し合ったことで、今後住みたい場所を探す時の参考になった。

• 色々な意見があって面白かったです。ワーク形式だと「あぁそれもあった！」とひらめいたので、アンケートよりも効果的

で良かったと思います。

• 色々と話できて良かったです。

• 定住要件について普段あまり考えることがなかったので新鮮でした。

• 考えたことがないような事を深く考えることによって自分の地域について考えるキッカケになりました。

• 現在住んでいる地域に改めて愛着がわきました。

• 地域の良さ、課題が改めて理解する事ができた。

• 他の方の意見が聞けて楽しかったです。

• 色々な意見が聞けてとても良い経験ができました。ありがとうございました。

• 子育て世代の方々の話を聞けたのが良かった。今後の自分のために

• 子供の今後と生活の参考になることも聞けて良かったです。

上記感想は、ワークショップ終了直後にアンケートシートに記入（自由記載）して提出してもらったものです。

子 育 て 世 代


